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耕
平
さ
ん
か
わ
ら
版

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年

も
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
神
経
痛
が
気
に
な
る
季
節
で

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

　

日
常
会
話
の
中
に
浸
透
し
て
い

る
仏
教
用
語
を
お
伝
え
し
て
い
る

か
わ
ら
版
。
仏
教
用
語
が
た
く
さ

ん
定
着
し
て
い
る
の
に
は
驚
き
ま

す
。

　

六
月
に
な
り
ま
し
た
。
四
月
に

は
新
入
生
だ
っ
た
学
生
も
、
学
校

生
活
に
慣
れ
て
く
る
頃
で
す
。
勉

強
に
、
ク
ラ
ブ
に
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
学
校
生
活
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

こ
の
「
学
生
」
も
実
は
仏
教
用

語
で
す
。
仏
教
で
は
、
「
学
生
」

は
「
ガ
ク
シ
ョ
ウ
」
と
読
み
ま
す
。

「
学
匠
」
と
も
書
き
ま
す
。

　

日
本
仏
教
の
二
大
巨
人
、
伝
教

大
師
最
澄
と
弘
法
大
師
空
海
。
ふ

た
り
は
、
同
じ
遣
唐
使
船
団
に
参

加
し
て
唐
に
留
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
点
で
、
最
澄
は
既
に
朝

廷
に
認
め
ら
れ
た
エ
リ
ー
ト
僧
な

の
で
、「
還
学
生
（
げ
ん
が
く
し
ょ

う
）
」
と
い
う
国
費
留
学
生
。
一
方
、

無
名
の
空
海
は
「
留
学
生
（
る
が

く
し
ょ
う
）
」
と
い
う
私
費
留
学
生
。

　

と
い
う
よ
う
に
、
古
く
か
ら
「
学

生
」
が
仏
教
用
語
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
し
た
。

　

元
々
は
お
寺
に
寄
宿
し
て
学
問

を
学
ぶ
者
の
こ
と
を
指
し
た
そ
う

で
す
が
、
や
が
て
仏
教
を
学
ぶ
者

を
「
学
生
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

比
叡
山
延
暦
寺
を
開
い
た
最
澄

は
、
山
内
で
学
ぶ
「
学
生
」
た
ち

の
学
則
、
「
山
家
学
生
式
（
さ
ん
げ

が
く
し
ょ
う
し
き
）
」
と
い
う
書
物

を
著
し
て
い
ま
す
。 

　

近
世
に
入
り
、
仏
教
用
語
か
ら

派
生
し
て
一
般
に
学
問
を
す
る
者

を
「
学
生
（
が
く
せ
い
）
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
、
明
治
時
代
に
「ｓ

ｔ
ｕ

ｄ
ｅ

ｎ
ｔ

」
の
訳
語
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
。

　

今
も
大
学
の
教
壇
に
立
っ
て
い

ま
す
が
、
学
生
諸
君
に
い
つ
も
言
っ

て
い
ま
す
。
「
自
由
に
好
き
な
こ
と

を
学
べ
る
唯
一
の
期
間
な
の
だ
か

ら
、
何
に
で
も
興
味
を
も
っ
て
、
学

生
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
す
よ
う

に
」
。
し
っ
か
り
学
べ
ば
、「
無
学
」

で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
無
学
」
も
仏
教
用
語
。
本

来
の
意
味
は
正
反
対
で
す
。
「
学
ぶ

も
の
が
無
い
」
の
が
「
無
学
」
で

す
か
ら
、
相
当
学
識
の
あ
る
高
僧

の
こ
と
を
「
無
学
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
有
学
（
う

が
く
）
」
は
ま
だ
勉
強
不
足
の
状
態

で
す
。
学
識
が
有
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
無
学
」
と
「
有
学
」
。
一
般
的

に
使
わ
れ
る
意
味
と
は
正
反
対
で

す
。

　

毎
年
、
最
初
の
講
義
で
、
学
生

諸
君
に
「
高
校
ま
で
の
授
業
と
大

学
の
授
業
で
は
何
が
違
う
か
」
と

聞
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
す
。
「
答
え
」
が
あ
る
の
が

高
校
ま
で
の
授
業
、
「
答
え
」
は
な

く
、
自
分
で
考
え
る
の
が
大
学
の

授
業
。
自
分
自
身
で
「
考
え
る
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

仏
教
本
来
の
意
味
で
は
、
「
生
き

る
」
と
は
何
か
、
「
真
実
」
と
は
何

か
を
「
考
え
る
」
の
が
「
学
生
」
で
す
。

単
に
「
答
え
」
を
求
め
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

因
み
に
「
真
実
」
も
仏
教
用
語
。

来
月
は
「
真
実
」
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。
日
常
会
話
の
中
に
浸

透
し
て
い
る
仏
教
用
語
。
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。
奥
が
深
い
で
す
ね
。

※

　愛知県名古屋市生まれ。日泰寺の地元、田代小学校、

城山中学校を卒業。２００２年から地元の歴史・文化

の継承と振興のために、日泰寺の縁日（毎月２１日）に

「弘法さんかわら版」をお配りしています。２０１３年から知立遍照院の

縁日でも「弘法さんかわら版」がスタート。

　全国先達会、愛知県先達会、東日本先達会などで仏教関係の講演を行っ

ているほか、毎年年末には日泰寺西隣の専修院で「弘法さんを語る会」を

開催。中日文化センター「くらしの中の仏教」講座の講師も務めています。

　著書に「弘法大師の生涯と覚王山」、「仏教通史」、「四国霊場と般若心経」

（大法輪閣）など。

　愛知県立旭丘高校、早稲田大学・大学院を経て、日本銀行に１８年間勤

務した後、２００１年から参議院議員。元内閣府副大臣・厚生労働副大臣。

　現在、早稲田大学と藤田保健衛生大学医学部の客員教授を兼務。元中央

大学大学院客員教授（２００５～１７年）。早稲田大学博士。

大塚耕平事務所　☎ 052 757 1955　担当：あさい
名古屋市千種区覚王山通 9-19　覚王山プラザ 2F

かわら版執筆者大塚耕平
覚王山「耕庵」　https://ko-an.blog/


